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小学校におけるキャリア教育の実践を通して、児童一人一人が自身のよさを認識し、未来

へ希望を抱くことができる小学校におけるキャリア教育の展開の在り様について研究した。

児童に、「自分の将来就きたい職業を考えましょう」と投げかけても、多くは将来像を簡単に

は描けないことが分かった。そこで、自分の長所や短所、好きなことを考えることを契機に、

それらを発揮できる職業を調べ、その職業に就くために必要なスキルや、それを身に付ける

ために生活で何を実践していくか考えるといったスモールステップで学習を進めた。そして、

自分の長所や特質を自分自身で見つけ出すことは、自己対話する力が必要であり、6 年生と

いう段階でも難しいことが分かったので、そこで、学級の仲間、保護者、先輩等からの「評

価」や「アドバイス」、教師の「芽線」を注入することで、自己対話の助けとした。さらに、

付箋を使った学級の仲間からの承認や教師による児童に適していると考えられる職業の紹介

も行った。これらのことにより、児童は自己有用感や自己肯定感を高めることができた。特

に、教師からの「芽線」や保護者や先輩からのアドバイス等は、児童の職業の幅を広げるこ

とに、とても有効だった。 

 

 

キーワード：小学校キャリア教育 自己分析 他者からの評価 マンダラート 芽線 

 

1 はじめに 

現代を生きる児童たちが将来就業する際には、現存する職業の大半が人の手を離れ、AI（人工

知能）やロボットに任せられると言われている。オックスフォード大学の研究チーム（2013）に
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よれば、それは今後 10 年～20 年のうちに加速化し、予想として現存する職業全体の 47％が自動

化するとしている。児童たちが夢描いた職業が、将来自身が就業する際にはもう存在しないとい

うことにもなりかねないわけである。 

しかし、そのような未来が不透明な現代においても、児童たちには自己の長所を十分に生かし、

職業を選択・発見・開発し、やりがいをもって働くことができる大人になってほしいと切に願う。

そして、そのような大人を生み出していく土壌は、家庭での教育であり、学校教育である。特に、

児童一人一人に自分自身のよさを最大限に生かしていこうとする気持ちや、未来への希望を育て

ることが、学校教育全般を通しての責務であり、中でもキャリア教育が果たすべき役割は大きい

と考える。しかし、小学校におけるキャリア教育については、学年における取組は見られるが、

学校全体として 6年間を見通した計画は不十分に感じられる。 

そこで本研究では、児童一人一人が自身のよさを認識し、未来へ希望を抱くことができるよう

小学校段階におけるキャリア教育の展開の在り様について研究していく。児童が自身のよさを認

識するためには、自分自身を見つめる、振り返る機会を設ける必要があると考える。言い換えれ

ば、「自分を知る＝自己分析」が前提となる。しかし、小学校段階の児童が、個人で自身のよさを

見つめることは、表現力の稚拙さや思春期特有の気恥ずかしさ等が影響し、困難であることが予

想される。 

そこで、学級担任制である小学校の集団教育の利を生かし、学級の仲間との関わりや学級の仲

間からの評価等を関連させていくこととした。さらには、他者としての幅を広げ、保護者、先輩、

教師からの評価の影響も含むこととした。 

以上を踏まえ、本研究では、児童が自身のよさを認識する「自己分析」と、それを支える「他者

からの評価」の関連に焦点を絞り、研究を進めていく。 

 

 

２ 研究方法 

（１）５名で、小学校におけるキャリア教育について定期的に協議を行う。 

（２）協議を参考に、各自の勤務校(小学校 4 校：６年担任３名、４年担任１名)で「総合的な学習

の時間」等において実践を行う。 

（３）実践をもちより、分析を行い、まとめる。 

 

 

３ キャリア教育を通して育てたい力 

（１）キャリア教育が目指すもの 

文部科学省は、中央教育審議会答申「今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り

方について」（2011）において「一人一人の社会的・職業的自立に向け、必要な基盤となる能

力や態度を育てることを通じて、キャリア発達を促す教育がキャリア教育である」と定義し

ている。「キャリア発達」とは、「社会の中で自分の役割を果たしながら、自分らしい生き方

を実現していく過程」である。そして、「分野や職種にかかわらず、社会的・職業的自立に向

けて必要な基盤となる能力」として、キャリア教育で育成する「基礎的・汎用的能力」を定
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義した。この「基礎的・汎用的能力」は、「人間関係形成・社会形成能力」、「自己理解・自己

管理能力」、「課題対応能力」、「キャリアプランニング能力」の 4 つの能力によって構成され

る。これらの能力を、各教科、道徳の時間、総合的な学習の時間、特別活動等、学校の教育活

動全体を通じて児童生徒に培っていくことが求められている。これらの能力はあまりに幅が

広く、捉え方次第では日々の教育活動を行っていくことが、キャリア教育と全て結び付くと

も考えられる。そのため、ともすると漠然となる可能性がある。また加えて、ＡＩ等の進歩

に伴って予想される未来の職業の在り方の変化等も視野に入れたとき、より早い発達段階か

らの具体的なキャリア教育の計画立案、実践、改善、そしてそれらを研究として蓄積してい

くことが急務であると考えられる。 

文部科学省は、「キャリア教育の推進に関する総合的調査研究協力者会議報告 児童生徒一

人一人の勤労観、職業観を育てるために」（2004）において、「小学校・中学校・高等学校に

おけるキャリア発達」を整理している。小学校段階は「進路の探索・選択にかかる基盤形成

の時期」と位置付けられ、その課題として「自己及び他者への積極的関心の形成・発展」、「身

のまわりの仕事や環境への関心・意欲の向上」、「夢や希望、憧れる自己イメージの獲得」、「勤

労を重んじ目標に向かって努力する態度の育成」を挙げている。 

本研究では、小学校段階において、「自己分析」と「他者からの評価」の場を意図的に設定

することで、上記の特に「身のまわりの仕事や環境への関心・意欲の向上」や「夢や希望、憧

れる自己イメージ」の獲得において効果があるのではないかと考える。 

 

（２）平成 29 年度版学習指導要領に基づくキャリア教育実践の在り方 

平成 29 年 3 月 31 日に告示された小学校学習指導要領の総則、第 1 章第 4 の 1 の(3)には、

キャリア教育の充実として「児童が、学ぶことと自己の将来とのつながりを見通しながら、

社会的・職業的自立に向けて必要な基盤となる資質・能力を身に付けていくことができるよ

う、特別活動を要としつつ各教科等の特質に応じて、キャリア教育の充実を図ること。」と述

べられている。このように、告示文の第 1 章総則に明示されたということは、特定の教科等

ではなく教育課程全体に係るということである。一方で、今までのキャリア教育について、

同総則の解説には、「学校教育においては、キャリア教育の理念が浸透してきている一方で、

これまで学校の教育活動全体で行うとされてきた意図が十分に理解されず、指導場面が曖昧

にされてしまい、また、狭義の「進路指導」との混同により、特に特別活動において進路に

関連する内容が存在しない小学校においては、体系的に行われてこなかったという課題もあ

る。また、将来の夢を描くことばかりに力点が置かれ、『働くこと』の現実や必要な資質・能

力の育成につなげていく指導が軽視されていたりするのではないか、といった指摘もある。」

と述べられている。 

ここで示されるように、今までのキャリア教育の捉えと、実践を問い直してみる必要があ

ると考える。これからの社会を生き抜く児童には、小学校の早い段階で「働くことの意義」

について考えることや、自分の特性や思いを生かすといった視点で将来の職業について考え

ることが求められる。そして、将来に向けて今自分がすべきことを考え、それに向かって努

力していくことを通して、一人一人に応じたキャリア形成をし、自己実現を果たしていくこ
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とが望まれる。 

そこで本研究では、「働くことの意義」に焦点を当て、キャリア形成に関わる「自己分析」

と「他者による評価」との関連について、具体的な実践を通して明らかにしようと試みた。 

 

 

４ 研究の概要 

本研究は、4 名の教諭がそれぞれの小学校（4 校）で、総合的な学習の時間等を中心として、

4年生と 6年生の学年段階に応じたキャリア教育の在り方を実践し、考察を加えたものである。 

各実践を行った小学校が異なるため、相違点（単元構成、児童の実態、児童の課題把握、地

域性等）が多く見られる。しかし、類似点として「芽線（めせん）」による児童の見とりと「マ

ンダラート」の活用が挙げられる。児童の実態を「芽線」によって捉え、単元構成をし、目指す

児童の姿を描き出し、実践・考察を行っている点については、各実践に共通している。また、

将来を思い描いたり目標を設定したりする際には、「マンダラート」を活用している点も、各実

践に共通している。 

（１）「芽線」とは 

学校現場における教師の児童の捉えは、現状のみを評価することに終始し、かつ教師の

理想に近い「よい子」でいることを求めてしまうことが多いのではないかと考える。「芽線」

の捉え方とは、そういった児童の捉え方とは一線を画し、将来的な社会構成員としての姿

までを想定する、本研究独自の児童の捉え方である。 

児童の見とりについては、どの教師でも日常的に行っていることであり、特別ここで述

べる必要はないと考える。本研究で用いる「芽線」は、日々の児童の見とりに「その児童

の将来の可能性」を描くことを加えたものである。 

例えば、学級の中に、みんなを引っ張っていくリーダータイプではないが、困っている

人にそっと手を差し伸べるＡ児がいたとしよう。教師が日常的に行っている見とりでは、

「困っている人にそっと手を差し伸べてあげられる優しい人」として、Ａ児を捉える。し

かし、「芽線」による見とりでは、「リーダータイプではない」、「困っている人に手を差し

伸べる」、「優しい人」というＡ児に見られる特性から、さらに、介護職や看護職、ＣＡ等

の現存する職業に就いている姿までを描くものである。 

このような捉えは、教師の主観的なものであり、児童の将来無数にある選択肢を限定的

な枠にはめ込んでしまっているようにも見える。さらに、児童にとって必要感のない捉え

方であるかもしれない。しかし、「芽線」の捉えは他者評価の一つであり、児童の自己評価

とどのような関連性が見られるか検証することに意義はあると言えよう。 

また、このような考えに至る上で、これまでの研究を散見したところ、小学校段階のキ

ャリア教育について、「その方法論の曖昧さ」(※①）が見受けられ、実践が確立されていな

いことが挙げられていることから、「芽線」の捉え方が小学校段階のキャリア教育に適か否

かを実証していくことに何ら問題はない。さらに、「芽線」の捉え方は、子供の「職業観・

勤労観」（※②）を育成していく上で、「児童と教師がつながる」（※③）ために必要な方法

と成り得ると考える。 
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そこで本研究では、「芽線」を「今、目の前にいる児童の姿（その児童に見られる芽）か

ら、将来の姿を描くことで、現在と将来を結ぶ線」と定義する。 

 

※① 佐藤広志(2013)によると、現行のキャリア教育は、「職業観・就労観の育成や、社会人基礎力などの

目標設定はなされていても、それを実際にどうやって、どういう方法で身につけるかを示していない」、

「この点は、まだ十分な検討が尽くされていない実践課題」である、「これから様々な方法論が試みら

れ、検証されていくことになるだろう」と述べられている。 

※② 国立教育政策研究所生徒指導センター(2002)によると、「職業観」とは、「人それぞれの職業に対する

価値的な理解であり、人が生きていく上での職業の果たす意義や役割についての認識」であり、「就労

観」とは、「勤労に対する価値的な理解・認識」であり、「職業としての仕事や勤めだけでなく、ボラン

ティア活動、家事や手伝い、その他の役割遂行などを含む、働くことそのものに対する個人の見方や考

え方、価値観であり、個人が働くこととどのように向き合って生きていくかという姿勢や構えを規定す

る基準となるもの」と定義されている。 

    (https://www.nier.go.jp/shido/centerhp/sinro/1hobun.pdf 2019.1.7 取得) 

※③ 吉武聡一、西山久子(2011)は、小学校におけるキャリア教育では、「つなぐ」をキーワードとして「子

どもたちと教師の間にしっかりとつながりができ、信頼関係ができて落ち着いた学級になることが、キ

ャリア教育の推進の基盤となる」。その上で、「キャリアカウンセリングを適切に行っていかなければな

らない」とし、キャリアカウンセリングを「子どものキャリア発達を支援するための個別援助のことで

あるが小学校段階においては、児童のさまざまな体験活動における思いや気づきを受容的態度と共感

的理解を基礎に、『観る・聴く・受け止める』というコミュニケーションを積極的に行っていくための

方策である」述べている。 

 

（２）マンダラートについて 

マンダラートとは、発想法の一種で、紙などに 9 つのマスを用意し、それを埋めていくと

いう作業ルールを設けることにより、アイディアを整理・外化し、思考を深めていくことが

できるもので、今泉浩晃(1987)に考案されたものである。 

本研究では、キャリア発達を促す効果的な事例として、大谷翔平選手が花巻東高校の時代

に佐々木監督の指導によって書いたマンダラートに着目した。81 マスのシートを用意し、中

央に「達成すべき目標」を書き、その周辺 8 マスに KPI（重要業績評価指標/Key Performance 

Indicators）を入れる。そして、この 8 つの KPI を中心に置いて、さらにそれらを達成する

ための手段と方法を上げていくといったものである。つまり、KPI＝ミニ・ゴールとし、「ミ

ニ・ゴールを達成するための KPI をさらに書き上げていく」といったものである。このマン

ダラートは、目標達成のプロセスを整理するために有効であると考えられる。大谷選手は、

さらに、この細分化して設定した目標について、「期間を設定」し、「目標が達成できたかを

ノートに振り返る」ことを、日々継続して実践してきた。 

本研究では、この大谷選手のマンダラートとその手法を参考にし、各実践者が、ねらいや

児童の実態に応じて、その内容や取り組み方を改良して行うことを共通とした。 
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５ 研究の内容 

（１）実践 1 ＜見つけよう！『自分の可能性』＞ 

A 小学校 第 6 学年 18 名(男子 11 名、女子 7 名)

を対象に総合的な学習の時間の「見つけよう!『自分

の可能性』を展開した。 

4 月、児童たちに「将来の夢はありますか？」とい

うアンケートを行った。「ある」と回答し、具体的な

職業名を挙げた児童が 16％、「ない」「明確に決まっ

ていない」と回答した児童が 84％という結果だっ

た。学習の意義を見出すことがないまま、毎日登校

し、授業を受けている現状を見て、危機感を感じた。 

そこで、総合的な学習の時間を活用し、自分の可

能性を発見し、その可能性を十分に発揮できる職業を見付けるための、調べる学習を展開しよ

うと考えた。 

（ア）他者評価である「芽線」 

児童たちに「将来の夢を考えよう」と提案しても、知っている職業が少ないため、限り

ある職業しか出てこない。そこで、保護者や友達、担任の視点から児童に適していると考

えられる職業を考え、伝える活動を行った。 

① 保護者の視点 

保護者アンケートという形で、「児童の長所や熱中すること」「こんな大人になってほ

しいと思っていること」を書いてもらった。保護者が捉える長所は、児童たちにとって

新鮮な感覚となり、楽しみながら読んでいた。以下は、保護者の回答の一部である。 

 

保護者の言葉を受け、児童たちは、以下のように感想を書いた。 

 

また、多くの保護者からの言葉に、 

 

ある

16%

ない

84%

将来の夢はありますか？

ある ない

・人が好きなので、人と関わる仕事をしたらよいのではないか 

・車が好きなので車関係の仕事がよいかも 

・物を作ることが上手なので、設計士や建築士がよいのではないか 

・習っている英語を生かして、外国の人と接する仕事をしてほしい 

・親が願う大人に近づきたいと思った 

・研究者や科学者になれるのかなと親が思ってくれることがうれしかった 

・自分には絶対合わないと思ったことを親は合うと思ってくれたことが驚いたけど、うれしか

った 

 

【資料 1 4月当初の児童たちの実態】 
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と付記されていた。キャリア教育を通して、保護者の本音や願い、生き方を考える機会

ともなった。 

 

② 友達・担任の視点 

教室全体では、友達関係に左右される可能性があると判断し、4～5 人で構成されてい

る生活班で付箋に長所や熱中すること、向いている職業を互いに書き合う活動をした。 

児童たちの付箋を見ると、性格が明るいから漫才師、世話をすることが得意だから看

護師等と書いてあり、友達に性格を認められる喜びを感じることはできていた。しかし、

友達からの指摘された職業の幅はとても狭かった。 

そこで、担任から「芽線」で捉えた児童たちの長所と、それに合う職業を学級全体で

発表した。担任が気を付けたことは、児童たちが考えそうな職業を避け、思いつかない

ような職業を伝えることだった。すると児童たちは、「家の設計得意そうだ」や「舞台で

演じている○○さんの姿が思い浮かぶ」など、友達の長所や職業を認める雰囲気が生ま

れた。また、担任の「芽線」を聞いた児童たちの感想には、 

など、自己有用感を高める言葉が多く書かれていた。 

｢芽線｣を用いたことで、将来の職業について意欲的に考えるようになった I 児の変容

を取り上げる。 

【Ｉ児の変容】 

I 児は 4 月の段階で、将来の夢はないと

回答していた。保護者からは、集中力があ

り、研究者に向いているのではないかとい

うアドバイスがあった。友達からは、「卓球

を習っているから、卓球の選手がよい」や

「絵が得意だから画家やゲームクリエイタ

ーがよい」といったアドバイスがあった。 

担任の「芽線」では、「委員会や学級での

水やり当番を欠かさず行う姿を知っている

ので、植物園で働く人や花屋、小さい子に

・先生は、ぼくのことをよく見てくれているからうれしかった 

・自分では思い付くことができない職業が多くあって驚いた。その職業がとても気になった 

・自分では気付かない可能性がまだまだあることに気付かせてもらった 

学習前  将来の夢：なし 

 

     卓球選手・プロゲーマー 

       保育士・花屋 

 

    卓球選手・プロゲーマー 

     花屋・水族館飼育員 

 

 

【資料 2 I 児の変容】 

芽
線 

意
欲
的 

・一人で大きくなったわけではなく、社会や周りに支えられながら寛容さの中で大人になるの 

で、懐の広い人間になってほしい 

・くじけたり、迷ったりするときには、身近な人の声を聞き入れて、たくさん悩み、考え抜い

て自信を身に付け、どんなことにも積極的に立ち向かっていける対応力を養い、思いやりの

心で人に接することができる大人になってほしい 
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優しく接することができるので保育士が合っているかもしれない」と発表した。担任からの

発表後、「I 児にはぴったりの職業ばかりだ」と友達に認められたことをきっかけに、職業に

ついて興味を持ち始めた。 

I 児は職業調べのワークシートに卓球選手、プロゲーマー、保育士、花屋の 4 つを記入し

た。ワークシート記入後の I 児の感想には、「ぼくが思っていることと先生の思っていること

が違うことに驚いたが、自分の考えと似ていることもあってよかった」と書かれていた。ま

た、｢動植物を大切にしている｣と発表されてから、I 児は職業調べで水族館の飼育員をインタ

ーネットで見つけ出し、意欲的にメモをとっていた。他者からの視点や認めが、I 児の考えの

背中を押し、将来の夢に自信をもつことができたと考える。 

他者からの客観的な視点を用いることで、児童たちは可能性の幅を広げることができると

ともに、自分の存在や長所を認められることで、自己有用感を高めることもできる。次の「総

合的な学習の時間」はいつかと児童たちから質問されるほど、児童たちに可能性を広げる楽

しみを感じさせることができた。 

 

（イ）自己分析のための「マンダラート」 

可能性を発見し、それらを発揮できる職業を考えるために、オリジナルの「マンダラー

ト」を製作し、実践した。自分を中心に置き、こんな大人になりたいという将来の思いを

上に、長所を下に記入し、それぞれにふさわしい職業を考え、書き込むようにした。 

マンダラートを記入したことで、自分の長所と職業を結び付けることができるのではな

いかと考えた F 児の変容を取り上げる。 

【F 児の変容】 

F 児は 4 月の段階で、将来の夢をプロ野球選

手としていた。保護者からは希望の職業の記入

がなく、友達は F 児が野球を習っているため、

プロ野球選手になるものだと思い込んでいた。

しかし、担任の「芽線」により、運動が得意だか

らプロスポーツ選手かアイディアが豊富だから

テレビ局のディレクターだと発表した。すると、

プロ野球選手しか考えていなかった F 児は、職

業は野球選手だけではないということに気付

き、インターネットや本を使って多くの職業を

調べた。 

F 児は「思い」の欄に、人を支えてあげられる

大人と記入し、それに合う職業としてスポーツ品開発会社の人と考えた。また、常に先頭に

立てる強い気持ちをもった大人と記入し、会社の社長と考えた。「長所」の欄には、スポーツ

が得意と書き、スポーツトレーナー、頭の回転が速いと書き、テレビ会社の社員と書いた。 

マンダラートを書くことで F 児は、プロ野球選手にならなければいけないという固定観念

を捨てることができ、将来の職業にプロ野球選手と書かなくなった。また、自分のマンダラ

学習前 将来の夢：プロ野球選手 

 

プロスポーツ選手・ディレクター 

スポーツトレーナー・会社の社長 

 マ
ン
ダ
ラ
ー
ト 

運動・会社を合わせる 

スポーツ用品開発者・ 

社長・ディレクター 

【資料 3 F 児の変容】 
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ートを見つめ、運動と会社を結び付けるものはないかと考え始め、スポーツ用品を扱う会社

に勤務することで自分の長所や思いを全て生かすことができるのではないかと考えるように

なった。将来に対する考えや思いを図式化することで考えを整理分析することができた。 

 

（ウ）働くことを身近なものと捉えるための中学生のポスターセッション 

小学校と中学校が連携を図り、キャリア教育を行う一環として、「社会に学ぶ『14 歳の

挑戦』」を体験した中学 2 年生が、職場体験を通して学んだことやこれからの生活で高めて

いくべき資質についてポスターセッションを行い、小学生は 3 つの職種の発表を聞き取り、

自分の生き方や将来について考えを深める学習を行った。 

ポスターセッションを聞き、これからの生活で高めていかなければいけない資質をマン

ダラートを活用して明確に捉えることができた T 児の変容を取り上げる。 

【T 児の変容】 

T 児は 4 月のアンケートで将来の夢を保育士と考えていた。保護者が保育士だったことも

あり、母の背中を追うことが目標となっていた。しかし、保護者や友達、担任の「芽線」を受

け、長所を生かす仕事として特別支援学校教諭、ホテルウーマン、書道家、保育士・児童心

理士をマンダラートに記入した。 

T 児は 4 つの職業が異なるものと捉えていたが、アルミ工場、スーパーマーケット、保育

士を体験した中学生のポスターセッションを聞いた T 児の感想には、「3 つの職業を比べて、

どの仕事も人との関わりを大事にし、笑顔でいることなどコミュニケーションを大事にして

いることが分かった」と書かれていた。 

T 児は自分のマンダラートを再び読み、4 つ

の職業にコミュニケーションが必要だと気付

き、これからの生活でコミュニケーション能力

を高めるために、「笑顔であいさつ、自分から」

「学年関係なく遊んだり、会話をしたりする」

「家族団らんを心がける」「あったか言葉を使

って話す」の 4 つを学校や家庭で実践しようと

考えた。 

仕事の大変さややりがい、仕事をするにあた

り大切だと思う資質を中学生から聞き取るこ

とで、切実感を伴って学ぶことができるととも

に、実生活に置き換えて小学生段階でできるこ

とは何かを考えやすくなった。また、中学生の

発表をきっかけに T 児は、第 2 回マンダラート

で、職業をスクールカウンセラー、花屋、保育士、アパレルショップ店員と変更した。自分

の長所ややりがい等を見つめ直し、本当にやりたいことは何かを考えるきっかけともなった。

T 児のように 1 回目のマンダラートと 2 回目のマンダラートで職業が変化した児童は 83％と

大半を占めた。この結果から中学生の発表を聞き、仕事をより身近で現実的なものとして考

学習前 将来の夢：保育士 

 

特別支援学校教諭・ホテルウーマン 

書道家・保育士か児童心理士 

 

 

 

 

 

中
学
生
の
体
験
談 

 
人との関わり 

コミュニケーション 

やりがい 

保育士・スクールカウンセラー 

花屋・アパレルショップ店員 

【資料 4 T 児の変容】 
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えるようになったと考える。 

 

（エ）成果と課題 

自分の可能性に気付き、その可能性を 

生かすことができる職業を考えるこ

とを軸に学習を展開したが、キャリ

ア教育を進めるにあたり、他者評価

が必要不可欠だと分かった。児童一

人の力では、長所を見付けたり、職

業を見付け出したりすることは困難

である。しかし、保護者や友達、教

師の｢芽線｣を活用することで、自分

では気付くことができなかった一面

に気付くことができた。4 月と比較

すると、将来の夢をもつことができ

なかった 84％の児童たちも全て将

来の夢をもつことができるようになった。Y 児の振り返りに、｢将来の夢をもてていなかっ

たけど、先生や友達のおかげで多くの夢をもつことができるようになってうれしかった。

次の総合が楽しみだ。｣と書かれていたことから、多くの人から認められる経験をし、自己

有用感が高まるとともに、自分の将来に自信と期待をもって学習に取り組むことができる

ことが分かった。 

また、マンダラートを用いて自己分析を行うことで、従来考えていた将来の夢ではなく、

より自分に適していたり、可能性を発揮できたりする職業を図式化したり整理したりして

考えることができた。 

さらに、中学生と連携し、職場体験で学んだことを聞くことで、漠然と捉えていた仕事

を自分の能力や可能性と照らし合わせ、より現実的に将来について考えることができた。

また、年齢が近い先輩の言葉で仕事に必要な資質等を聞くことで、小学生がこれからの生

活で向上すべき資質を自分たちのレベルに置き換えて考えることがしやすくなった。 

課題は、｢芽線｣の取扱い方である。今回の実践では、保護者の協力を得やすかったため、

児童たちは保護者の思いや本音を捉えながら学習を進めることができた。協力を得にくい

保護者への対応を考える必要がある。また、教師の芽線が児童たちに受け入れられなかっ

たり、保護者に誤解を招いたりする可能性もあるので、｢芽線｣の扱い方には細心の注意が

必要である。 

また、中学生の発表を聞くために、職業調べから働く意義について児童たちの思考を切

り替える必要が生じた。しかし、自然な流れで児童たちの思考を働く意義の方へ導くこと

ができず、強制的に修正した場面があった。職業調べをして、仕事内容等を把握した後、

その仕事を何のためにするのか、その仕事をするためにどんなことが必要となるのかを児

童たちの自然な思考の流れで考えさせるための手立てを考える必要がある。 

66%

16%

11%

7%

学習後の児童が目指す職業数

４つ ３つ ２つ １つ

【資料 5 学習後の児童たちの実態】 
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（２）実践 2 ＜夢 なりたい自分を思い描いて努力していこう PART2＞ 

（ア）実践の概要 

B 小学校 第 6 学年 26 名（男子 13 名、女子 13 名）を対象とし、総合的な学習の時間

の単元名を「夢 なりたい自分を思い描いて努力していこう PART２」と題して展開した。 

9、10、11 月を調査期間とし、自分を見つめ直す「自己分析シート」（筆者自作）を通し

て「なりたい自分」を設定することを目的とした。なお「自己分析シート」【資料 6】は三

段階で完成させていく形とした。まずは自分一人の力で黒字で記入し、2 回目は仲間から

アドバイス等を得た上で青字で加筆し、3 回目はさらに仲間や先輩からアドバイス等を得

た上で赤字で加筆して完成させることとした。 

次に、3 色で書き込んだ「自己分析シート」を基に「なりたい自分」に向けての具体的な

取組を決める「簡易版マンダラート」（筆者自作）を完成し、実践に移していくこととした。

児童たちが「なりたい自分」を設定していく上で、何が設定の後押しをし、どのように変

容していったのかを導いていくことに主眼を置いた。以下は、主な展開の流れである。 

児童が個人の力で自己分析シートを全て完成させることは困難であることを想定し、仲

間や先輩からのアドバイスを注入していくこととした。さらには、児童たちが「なりたい

自分」を徐々に思い描いていく、ひいてはキャリアビジョンを広げていくことをねらいと

して展開した。なお、本稿におけるキャリアビジョンの捉えは、辻󠄀井・氷見（2018）の「小

学校段階におけるキャリア教育についての一考察」におけるキャリアビジョンの捉えと同

様のものとする。 

 

（イ）自己分析シートによる「なりたい自分」の設定 

自己分析シートの中央に「名 

前」「①家族から受け継いだ思

い」「②好きなこと・気になるこ

と」「③自分のよいところ・直し

たいところ」「なりたい自分・職

業」という欄を設けた。①、②、

③の項目は、自己を見つめるた

めのものであり、それらと関連

させ、「なりたい自分」に向かっ

ていくことをイメージした。矢

印はその流れを表している。また、シートの両端には「家や習い事で取り組むこと」「学校

で取り組むこと」といった大きな欄を設け、後にマンダラートに具体的な取組を記入する

自己分析シート 

家や習い事で取り組むこと 学校で取り組むこと  

② 

③ 

 

① 

2018 年 9 月・・・ 自己分析シートを自分一人で記入（黒字で記入） 

2018 年 10 月・・・他の児童からのアドバイスを得た上で加筆（青字で記入） 

2018 年 11 月・・・ 他の児童・先輩からのアドバイスを得た上でさらに加筆（赤字で記入） 

2018 年 11 月・・・簡易版マンダラート記入・実践開始 

【資料 6 自己分析シート】 

なりたい自分 

名前 
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際のたたき台となることをねらった。 

児童たちにはあえて、「中央の①②③、『なりたい自分・職業』のどの欄から書き始めて

もよい。とにかく欄を埋めていく。」と指示した。また、計 3 回の取組で全ての欄を埋める

こととし、1 回目を黒字で、2 回目を青字で、3 回目を赤字で記入することも指示した。以

下は 3 回の自己分析シートへの記入の実際である。 

 

（第 1 回目の記入） 

2018 年 9 月に第 1 回目の自己分析シートへの記入を行った。シートの中央に位置する

名前を書いた後は、①②③の項目、「なりたい自分・職業」のどの部分から書き始めてもよ

いこととした。また、両端の「家や習い事で取り組むこと」「学校で取り組むこと」の欄は

書ければ書くとして、第１回目の記入で必ず書く必要はないと伝えた。しかし、記入して

いく順番を自由にしたものの、児童たちはなかなか埋められないでいるのが現状であった。 

以下は、「『なりたい自分』を書くことができたのか」「①②③の項目をどれだけ埋めるこ

とができたのか」を調査した結果を円グラフにまとめたものである。 

また、①②③の項目に絞ったのは、、児童がどの程度自分自身を見つめることができるの

かを導き出すため、言い換えれば本研究が重きを置く自己分析に焦点を当てていくためで

ある。 

 

【資料 7「なりたい自分」を書くことができたか、 

①②③の項目をどれだけ埋めることができたのかをまとめた結果】 

   

児童たちの 74％が「なりたい自分」を思い描いていることが分かった。しかし一方で、

自分のよさにまだ気が付いていない、もしくは、何かしらの理由で自分の将来への展望を

表せないでいる児童が 26％いた。また、自分自身の将来や夢等について、初めて自身と向

き合って考えた児童もいたと考えられる。 

「①②③の項目をどれだけ埋めることができたのか」について注目してみると、50％の

「なりたい自分」を

書くことができたか

「なりたい自分」を書くことができた 74％

「なりたい自分」を書くことができなかった26％

26％

①②③の項目をどれだけ

埋めることができたのか

②のみ埋めることができた50％

①②を埋めることができた34％

①②③全てを埋めることができた16％

74％ 50％ 

34％ 

16％ 
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児童が②の項目のみを埋めることができたことが見て取れる。②は、自己の趣味・趣向を

問うたものであり、児童たちには答えやすかったと考えられる。①は、家族のもつ人生観

や職業観が児童のキャリアビジョンに及ぼす影響を見るために設定した。辻󠄀井・氷見（2018）

は、児童が保護者の職業観等に関する情報を保護者自身から得ることにより、自分自身の

キャリアビジョンをポジティブに広げていくことを明らかにしている。本学級の児童たち

は、その際の調査対象と同一であるため、34％の児童にはその影響が深く浸透していたと

言えよう。一方、③の「自分のよいところ・直したいところ」については、数名が「すぐに

怒るところ」「素直ではない」など、「直したいところ」を書くことができたが、「自分のよ

いところ」を書くことができた児童はいなかった。よって、①②③全ての項目を埋めるこ

とができた児童は 16％と少なくなっており、児童が自分一人で自己の内面を見つめ、特に

「自分のよさ」を導くことがいかに難しいかを表していると言える。 

 

（第 2 回目の記入） 

2018 年 10 月に、第 2 回目の記入を行った。第 2 回目では、生活班（4 人班が 4 つ、5 人

班が 2 つ）に分かれ、互いの自己分析シートを見てアドバイスできることを付箋に書いて

渡す活動を取り入れた。その際、必ず自分以外の班のメンバー全員に対して付箋を渡すこ

ととした（付箋に書くアドバイスの内容は、どの項目に対してのものでもよいこととした）。

また、付箋を渡す際は、付箋を見せながら説明をすることも付け加えた。 

さらに、「なりたい自分」が第 1 回目で決定している児童に対しては、シート両端の「家

や習い事で取り組むこと」「学校で取り組むこと」についてのアドバイスをするように指示

した。その後、各自が自己分析シートに取り入れたいアドバイスを青字で書き加える活動

を取り入れた。 

 

【資料 8 「なりたい自分」を書くことができたか、③「自分のよいところ・直したいところ」を

青字で書くことができたのかをまとめた結果】 

 

「なりたい自分」を

書くことができたか

第１回目から書くことができている74％

青字で書き加えることができた7％

書くことができなかった19％

③「自分のよいところ・直したい

ところ」を青字で書くことができ

たか

青字で書くことができた65％

青字で書くことができなかった35％

35％

7％ 

19％ 

74％ 

65％ 
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上記は、青字を加えて「『なりたい自分』を書くことができたか」「③『自分のよいとこ

ろ・直したいところ』を青字で書くことができたか」を円グラフにまとめたものである。 

③の項目を抽出したのは、③が児童の内面に最も迫る項目であると考えたためである。 

7％の児童が、アドバイスを得て「なりたい自分」を青字で書くことができた。よって、

「なりたい自分」をこの時点で設定した児童が、第 1 回目の 74%と第 2 回目の 7％を加え、

全体の 81％となった。 

以下は、「なりたい自分」を青字で書くことができた S 児の自己分析シートから抽出した

付箋の一部である。以後、S 児の変容に沿って論じていく。 

＜S 児がもらった付箋の一部＞ 

S 児は、以上のような付箋を受け取り、「なりたい自分」に「保育士・教師・塾の講師」

と青字で記している。また、③の項目には「笑顔・元気・優しい」と青字で書いている。実

際、S 児は、学級内でもリーダー的存在であり、他の児童が戸惑う場面でさり気なく教え

たり助けたりできる児童であるため、他の児童が日頃の S 児の様子をよく見ており、その

様子から想像できる将来像を伝えたと考えられる。 

次に「③『自分のよいところ・直したいところ』を書くことができたか」に注目してみ

ると、65％の児童が青字で書き加えることができたことが見て取れる。③の項目は、第 1

回目の記入の際に、84％の多数の児童が空欄であった項目であり、第 1 回目の 16％と第 2

回目の 65％を合わせると 81％の児童が書くことができたことになる。また、「自分のよい

ところ」言い換えれば「よいところだと思う」ことを伝える付箋が 65％の全ての児童に見

られ、「直したいところ」、言い換えれば「直すべきだと思う」ことも他の児童から指摘さ

れた児童は、65％のうちの 19％であった。つまり、仲間に対してポジティブな評価を伝え

る児童が多数いたことが伺える。 

この結果から特筆すべきことは、「なりたい自分」を書くことができた 81％と③「自分

のよいところ・直したいところ」を書くことができた 81％が合致している点である。この

点からも、自己の内面に迫ることができてこそ、「なりたい自分」を設定できるということ

が導き出されたと考える。 

 

（第 3 回目の記入） 

2018 年 11 月に、第 3 回目の記入を行った。第 3 回目は、前回の班内でアドバイスを書

いた付箋を渡し合うところから、全員分の自己分析シートを掲示して学級全体で行うこと

とした。その際、出席番号の前後の児童には必ず付箋を書くこととし、すべての児童が必

ずアドバイスをもらえるように配慮した。 

・自分の気持ちをしっかりと伝えられるところがよいと思う 

・しっかり者だと思う 

・笑顔で元気なところがよい。そして、優しい 

・面倒見がよいから、保育士や教師、塾の先生が似合いそう 
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また、付箋の交換をした後、先輩からのビデオメッセージを視聴する時間を設定した。

先輩は、児童たちと同じ小学校を卒業し、かつて筆者が担任した大学 1 年生 1 人、高校 2

年生 1 人、中学 3 年生 2 人に依頼した。1 人につき 2 分程度のメッセージを録画すること

とし、「今、自分ががんばっていること」「6 年生に伝えたいこと」の 2 点を語ってもらう

こととした。以下は、4 人の先輩の詳細とメッセージを抽出したものである。 

仲間からの付箋に加え、以上のようなメッセージを受け取り、自己分析シートに赤字で

書き加えた。①「家族から受け継いだ思い」は 1 学期から時間も経過していたこともあり、

最後まで埋まらない児童もいた。それを除けば、両端の取組も含め、全ての児童が欄を埋

め、かつ「なりたい自分」を設定することができた。以下は、赤字で書き込みを終えた前

述の S 児の振り返りである。 

S 児は、この学習の最初の段階では、「なりたい自分」を設定できなかった。第 2 回目の

他の児童からのアドバイスによって、自らの内面を見つめ、「保育士」という夢をもつに至

った。第 3 回目には、両端の欄に「保育士」へ向けた具体的な取組が赤字で書き込まれて

いた。また、振り返りからも、未来志向でメッセージをくれた先輩たちの言葉に大きく感

化されたことも見て取れる。 

 

（ウ）簡易版マンダラート 

本学級の児童たちの多くは決して語彙が豊富というわけではなく、国語科等の授業にお

（大学１年生 男子） 

理工学部に通っている。最初は大学に行くつもりはなかったが、高校の先生の推薦により、大学に入学

した。今は、研究に没頭しており、将来は理工系の公務員になりたいと考えている。 

自分は先生のアドバイスによって、進路が開けた。小学校のうちは、先生が「勉強しろ」などうるさいか

もしれないが、それはみんなのことを思ってのことであり、先生のアドバイスを嫌がらず聞いた方がよい 

（高校２年生 男子） 

普通科へ通っている。今は学習とバドミントンに打ち込んでいる。小中学校では剣道をしていたが、高

校からはいろいろなことをやってみようとバドミントンをすることにした。たくさんのすばらしい先生と

出会い、自分も教師になりたいという夢をもった。 

やりたいことや夢はどれだけ変わってもよいと思う。自分も、剣道をやめてバドミントンをすることに

した。いろいろなことを試す中で、夢を見つけていってほしいと思う 

（中学校３年生 男子） 

生徒会長をしている。中学校は自分で決めることが増え、とても楽しい。将来の夢はパン屋だが、人に笑

われることがよくある。でも、自分の夢だから気にしていない。その夢に近づくため、まずは高校受験をが

んばろうと思う。 

みんなは、夢の卵である。たくさんの可能性があるから、いろいろなことにチャレンジして楽しんで夢

を見つけてほしい 

（中学校３年生 女子） 

夏休みに、ドイツでバレエを披露した。世界へ自分を表現できたことは、とてもよい経験となった。将来

の夢はミュージカル女優等の表現者になりたい。そのためにまず、自分の進路への道である受験をがんば

ろうと思う。 

いろいろなことにチャレンジしてほしい。たとえ失敗しても、チャレンジしたことに価値があり、何か

残ると思う。応援している 

 

（S 児の振り返り） 

これから夢が変わっていくかもしれないけれど、今せっかく「保育士」という夢ができた

から、この夢に向かって今できることをしっかりとやっていきたいと思う 
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いて長文を書く際にもなかなか書き出すことができない場合が多い。そこで、高等学校等

で使用される本来の 81 マスのマンダラートのマスを 4 マスに絞り込み、語彙が豊富でな

くとも取り組みやすいように筆者が「簡易版のマンダラート」を自作することにした。 

取組を書き込む 4 マスの欄には、学校で取り組んでいくことを必ず入れること、学習に

関することを必ず入れること、家庭や習い事で取り組むことを必ず入れること、自己の内

面を鍛える取組を必ず入れることを条件とした。以上の 4 つの条件に絞り込んだ理由は、

「なりたい自分」を目指すこと自体を、日頃の学習意欲の向上や、生活を律していくこと

につなげていきたいという目論見があったからである。また、できる限り目標を数値化し

て進捗状況を振り返りやすくするように助言した。以下は、S 児が完成させた「簡易版マ

ンダラート」をそのまま筆者が打ち出したものである。 

 

【資料 9 S 児が作成した『簡易版マンダラート』】 

S 児は、第 1 回目の記入の際に③「自分のよいところ・直したいところ」の欄に「すぐ

に怒ってしまうところ」と記していた。保育士を目指すにあたり、自身が短所と考える箇

所をどうにか改善していこうという気持ちがマンダラートから窺える。 

以下は、担任が S 児に対して 5 月に設定した「芽線」である。 

担任となって一人一人の様子を観察し、主観的に描いた芽線ではあるが、学級における

S 児に対して担任がもった印象と同様の印象を、付箋を S 児に渡した児童たちも抱いてい

たに違いない。筆者は S 児に対して直接的に「芽線」を伝えてはいないが、周りの仲間か

ら同様の印象を伝えられ、自身のよさ等に自信をもち、具体的に認識して「なりたい自分」

を設定するに至ったのではないかと考える。 

S 児同様、全ての児童が自分なりのマンダラートを完成させることができた。取組の項

 

保育士 

毎日、妹と 10 分以上いっしょ

に遊ぶ 

すぐ怒ってしまわないように、

1 日 2 回以上人に優しくする 

自主学習を 1 日に 2 ページは

する 

言葉遣いに気を付ける。 

優しい言葉を 1 日に 3 回使う 

（S 児への芽線） 

何かしらの「なりたい自分」を描こうとしている。いろいろな活動に意欲をもって取り組 

んでいる。学級内のいろいろなことに気が付き、全体を見て動くことができる。児童会に 

おいて、学校全体のために働くこともできる。教師タイプかもしれない 
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目は 4 箇所と少ないが、このわずか 4 箇所に書くことを導き出すことも、小学校高学年段

階の児童たちには困難であり、長い自問自答の末に生み出されていった印象であった。い

ずれにせよ、全ての児童が「簡易版マンダラート」を完成させ、実際の取組に移ることが

できた。また、「簡易版マンダラート」を印刷して各自に配布し、家庭内の自室に張り出し、

自身の決めた取組を忘れず、実践していくように指示した。 

 

（エ）まとめ 

小学校高学年段階の児童各人が自己を見つめ、自身の趣味趣向を書き出すことはどうに

かできるが、自身の長所や短所を言葉にすることは難しいことが分かった。また、第 1 回

目の「自己分析シート」の書き込みで 74％の児童が「なりたい自分」を書くことができた

が、それも漠然とした願望であり、自身の内面と照らして今一度考えるよい機会となった

と考える。一方、「なりたい自分」をすぐには書けなかった児童たちは、他の児童からのア

ドバイスや先輩の後押しを得ることにより、自分を深く見つめ、「なりたい自分」を設定す

ることができたと考える。 

つまり、小学校高学年段階の児童が個人の力で「自己分析」することは極めて困難であ

り、第三者（他の児童、先輩等）から自己のよさ等を認めてもらうこと、言い換えれば「他

者評価」を得ることによって自己を深く見つめることができるということではないだろう

か。それは、「自分は今現在、このようなよさがある」という自己肯定感の高まりとも言え

ると考える。 

本実践により、「他者評価」によって「自己肯定感」を高め、かつ「自己分析」が促進し

ていく。そして、今現在の自己を深く認めた上で初めて「なりたい自分」を思い描くこと

ができることが明らかとなった。 

 

 

（３）実践３ ＜将来へ なりたい自分を思い描こう ～磨こう！自分の可能性～＞ 

（ア）実践の概要 

C 小学校 第 6 学年 15 名（男子 8 名、女子 7 名）を対象とし、総合的な学習の時間の

単元名を「将来へ なりたい自分を思い描こう ～磨こう！自分の可能性～」と題して展

開した。調査期間は、11 月、12 月、1 月の 3 か月である。 

「ライフプランシート」（筆者自作）の作成、「働くこと」について家族との語らいの場

の設定、自己分析ワークシートの記入及び児童相互によるアドバイスと教師の芽線（前述）

による声掛けの 3 つを通して、具体的な「なりたい自分」を設定することを第一の目的 

とした。 

次に、「なりたい自分」に向けての取組を決めるために、プロ野球選手である大谷翔平

氏の９マスの目標達成シート（以降、マンダラートと記述）に、各自が細分化した目標を

立て、実践に移していくこととした。 

それぞれの取組の過程で、自由記述によるアンケート調査を行い、各取組の効果につい

て検証して考察をする。児童が、「なりたい自分」を設定する上で、どのようなことが後
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押しをしたのか、さらに、「マンダラート」への記入及び「マンダラート」を意識して生活

することで、児童各々の生活への意識がどのように変容していったのかを導いていく。 

以下は、主な展開の流れである。 

 

（イ）始めに 

4 月に、将来の夢について児童に尋ねた。すると、

93％が、何かしらの将来の夢をもつことができてい

た。これは、本児童が今までに将来の自分の夢を考

える機会を学校で設定されてきたからだと考えられ

る。ここで設定された夢の内容を見てみると、「プ

ロ野球選手」や「プロバレーボール選手」といった

「プロ選手」や、「学校の先生」「保育士」といった

自分にとって身近な存在である職業が多いことが分

かる。この時点での夢は、自分の将来の職業といっ

た現実味を帯びたものとしてではなく、あこがれと

して要素が大きいようであった。そこで、総合的な

学習の時間を通して、今の自分を見つめることからスタートし、自分の将来についてのキ

ャリアビジョンを描き、そこに向かって、日々、今の自分を高めていけるようにしたいと

考えた。 

 

（ウ）自己の将来を見つめ始める「ライフプランシート」の記入 

学習の最初に、今から 5 年後、10 年後、その先の自分の将来のライフプランを書くよう

にした。すると、100％の児童がこのライフプランを、全く書くことができなかった。4 月

当初に、自分の夢を多くの児童が記述できていたのだが、いざ将来の自分の姿となると、

具体的に想像することができない。これは、この時点での「夢」が、まだあこがれで理想

プロ選手

27%

学校の

先生

13%

保育士

6%看護師

6%

歌手

6%

大工

7%

建築家

7%

パティシエ

7%

シェフ

7%

イラストレイター

7% なし

7%

４月当初の夢

2018 年 11 月・・・「ライフプランシート」の記入（以降、順次加筆） 

2018 年 11 月・・・「働くこと」について、家族との語らいの場の設定 

2018 年 12 月・・・ 他の児童からのアドバイスと教師からの芽線を得た上で「なりたい

自分」を設定 

2018 年 12 月・・・「マンダラート」への記入・実践開始 

2019 年  1 月・・・自由記述のアンケートを実施 

【資料 10 4 月当初の夢の結果】 

2018 年 11 月・・・「ライフプランシート」の記入（以降、順次加筆） 

2018 年 11 月・・・「働くこと」について、家族との語らいの場の設定 

2018 年 12 月・・・ 他の児童からのアドバイスと教師からの芽線を得た上で「なりたい

自分」を設定 

2018 年 12 月・・・「マンダラート」への記入・実践開始 

2019 年  1 月・・・自由記述のアンケートを実施 
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のものであって、現在の自分からつながっていくものとしての意識を持てていないことが

原因として考えられる。さらに、この時点の児童は、これから先の将来についての情報を

ほぼ得ていないということも原因ではないかと考える。しかし、このライフプランシート

を書くという取組をしたことで、今を刹那的に生きている児童にとって、今が積み重なっ

て、将来の自分へとつながっていくという意識をもつきっかけになった。同時に、自分の

将来について本気で向き合って考えていこうという意識をもつきっかけになった。 

以下は、自由記述による児童の感想である。 

 

 

 

 

 

この「ライフプランシート」は、後の学習の途中で自由に書き加えていくようにした。

単元の後半には、5 年後については 73％が、10 年後については 80％の児童が何かしら記

入し、自分の将来への道筋について想像を巡らせて考えることができた。 

 

（エ）「働くこと」について家族と語らうことの効果 

辻󠄀井・氷見（2018）では、「働くこと」に対して、身近な家族と語らう機会をもつこと

で、肯定的なイメージをもつことにつながることを述べている。そこで、まず、児童が「働

くこと」に対してどのようなイメージをもっているのかについて調べ、次に、「働くこと」

について家族と語らう機会を設けることで、身近に働く家族の思いを具体的に聞くことが

でき、肯定的なイメージをもつことができるのではないかと考えた。 

まず、家族と語らう前に、「家族の職業についてどの

ように思っているか」をワークシートに記入させたとこ

ろ、「大変そう、難しそう」という印象をもつ児童が 86％

であった。この時点での「働くこと」に対するイメージに

ついて挙手により調べたところ、93％が否定的なイメージ

をもっていた。多くの児童は、「家族の仕事の大まかな内

容」や、「出退勤の時刻」、「家で過ごす様子」からこの

ようなイメージをもっていたようだ。一方で、「働くこと」

に肯定的なイメージをもっていた児童は、家族と一緒に自

分自身が働き、身近で家族の働く姿や客の喜ぶ姿を見ている経験を積んでいる者であった。 

この後、「働くこと」について家族にインタビューをして語らう時間を設け、再度、「自

分の将来の仕事についてどのように考えるようになったか」をワークシートに記入させた。

その結果、「大変だけど喜びがある」と考えた児童が 93％であった。また、家族の思いを

受け継いで「自分も人を喜ばせるような仕事に就きたい」と考えた児童が 14％いた。この

時点での「働くこと」に対するイメージを挙手により調べたところ、87％が肯定的なイメ

ージをもっていた。一方で、否定的なイメージのままであった 13%の児童に尋ねたところ、

肯定的

7%

否定的

93%

家族と語らう前の

「働くこと」へのイメージ

・これからのことを深く考えていなかったので、しっかりと考えて、これからの将来の
夢を考えていきたい 

・すらすら書けると思っていたけれど、なかなか書けなかったので、将来について考え
るのは難しいと思った。また、家でじっくりと深く考えてみたい 

・今から考えていくことで、将来の夢に向かって一歩や二歩、段々とその夢に向かって
いくと思うので、近づいていけるようにしたい 

【資料 11 家族と語らう前の「働くこと」へのイメージの結果】 
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「保護者が語らいの時間を十分に取れず聞きたいことを聞けなかった」や、「家族に聞く

と、子供を養うために少しでもお金をかせぐために

働いている」と回答をしていたことが分かった。 

これらのことから、辻󠄀井・氷見(2018)の研究でも述

べられているように、6 年生段階の児童は、働くこと

に対して十分な知識や経験をもっておらず、身近な家

族の、家での様子や家族から見聞きしたことを基に「働

くこと」に対するイメージをつくっていることが再度

確認できた。そして、家族と「職業について」や「働

くこと」について語らうことや、家族の思いを聞くこ

と、仕事を一緒に経験してみることで、働くことに対

して「大変だ」といった否定的な面だけではなく、「喜びややりがい」といった肯定的な

面も気付いていけた。このように、身近な家族と語らうことを通して家族の生き方やもの

の考え方に触れる機会を設けたことは、児童にとって価値があったようで、働く家族への

感謝の思いを新たにもった児童もいた。一方で、十分に家族と語らう機会が設けられない

場合等、家庭によっては配慮が必要な場合があることも明らかとなった。この点について、

教師は学級の実態を十分に捉えてから家庭に協力を得ることや、家庭に調査の意図を十分

に伝えてから行うことが必要となるであろう。 

 

（オ）自分のよさを見つめる自己分析ワークシートと、他者評価の効果 

「なりたい自分」を思い描くにあたって、職業調べと並行して、自分のよさを見つめる

ための、以下の 2 種類の自己分析ワークシートの記入を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークシート①について、当初、自分を俯瞰して見つめたことがない多くの児童は、ほ

とんど書くことができなかった。しかし、学習を進めながら徐々に書き足していくことで、

単元の最後には平均 78％の項目を記入した。好きなことや得意なことといったものは、も

ちろんそのときによって変化していくものであるが、このように自分のよさを理解する上

での視点を与えたことにより、自己をメタ認知して捉えるきっかけとなり、その後の「な

りたい自分」について、視野を広げていく際のヒントになっていったようだ。 

肯定的

87%

否定的

13%

家族と語らった後の

「働くこと」へのイメージ

【資料 12 家族と語らった後の「働くこと」へのイメージの結果】 

ワークシート①  
自分の好きなことや得意なこと等の 14の項目について、自由記述で答える 

「好きな遊び」、「好きな食べ物」、「得意なこと」、「好きなスポーツ」、「好きな歌」、「目
標にしたい人」、「最近心にのこった本」、「好きな言葉」、「最近感動したこと感激したこ
と」、「自分の『いいな』と思っているところ」、「自分の直したいところ」、「いま夢中に
なっているところ」、「一番大切なもの」、「将来の夢」 
 
 
 
「好きな遊び」や「今、夢中になっていること」等の 14 の質問に自由記述で答える。 

ワークシート②  
自分の性格面や行動面からのよさを捉える 43の項目について◎〇△で答える 

「気がきく」、「がまん強い」、「友達思い」、「年下の子にやさしい」、「おもしろい」、「い
つも元気」、「まじめ」、「何でも一生懸命にやる」、「明るい」、「すなお」、「いつも笑顔で
笑っている」、「食べ物の好き嫌いがない」、「あいさつができる」、「ありがとう・ごめん
ねが言える」、「人の悪口を言わない」、「忘れ物をしない」、「そうじがていねい」等 
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次に、教室の他の児童から取組のよさを付箋で書いて伝え合う機会を、2 度設けた。当初

は 1 度のみこの機会を設ける予定であったが、児童からの要望により 2 度設けた。大半の

児童が 1 回という短時間では仲間の取組のよさを伝えきれないと答え、中には、家庭学習

として仲間のよさをノートに書いてきた児童もいた。この取組では、1 人につき平均 12.5

人から、よさを書いた付箋を受け取った。自分以外の 89.5％の児童から、よさを書いた付

箋を受け取ったことになる。自分が受け取ると、今度は伝えてくれた相手に伝えようとい

うよい循環になり、その結果このような高い割合につながったのではないかと考える。ま

た本学級では、日常的に帰りの会等で、仲間の取組のよさを伝え合う機会が設けられてお

り、このことが高い割合につながったのではないかと考える。 

 

この仲間による他者評価について、自由記述により児童

に感想を求めたところ、「やってよかった」と答えた児童

は 100％であった。また、感想の内容の内訳を類型化する

と、以下のようになった。 

このように、「うれしい気持ちになった」や「また友達に

書いて伝えたい」といった、この取組自体の心情的な効果

を表す内容が多いことが分かる。さらに 40％の児童が「自分では気付かなかったよさに気

付くことができた」と答えている。ジョハリ(1955)は、自己には 4 つの窓が存在すると述

べている。この他者評価の取組により、40％の児童が「盲点の窓」に気付くことができ、

自己の可能性を広げることができたと考えられる。 

次に、前述の実践（実践 1「見つけよう！自分の『可能性』」）

における「自己分析のマンダラート」を活用し、なりたい職

業について書くようにした。この「自己分析のマンダラート」

は、職業について 4 つの枠が設けられている。自分の将来の

職業について 1 つは考えていたのだが、複数の職業について

考えてはこなかったため、ほとんどの児童が複数の職業を書

くことができなかった。ここで再度、仲間による他者評価を

自由記述の内容  割合(%)  

うれしい気持ちになった  60  

また友達に書いて伝えたい  40  

自分では気付けないよさに気付けた  40  

たくさん伝えることができた  20  

みんなによいところがあることに気付いた  13  

よさを気付ける友達がすごいと思った  13  

このクラスでよかった、仲が深まった  13  

将来の職業選びのヒントになった  6  

よいところをもっと増やしたいと思った  6  

4個

47%

3個

33%

2個

20%

記入した職業の数

よかった

100%

よくなかった

0%

仲間による他者評価

【資料 13 仲間からの付箋を受け取った後の自由記述での感想の累計結果】 【資料 14 仲間による他者評価の結果】 

【資料 16 記入した職業の数の結果】 

【資料 15 ジョハリの窓】 
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取り入れた。教室の仲間に、相応しいと思われる職業を付箋に書き、その付箋を渡す際に

は、どうしてその職業が相応しいと思ったのかの理由を口頭で伝えるようにした。その結

果、平均 7.8 枚の付箋を仲間からもらい、相応しい職業について 2～9 種類の助言を受け取

った。 

さらに、教師の「芽線」により、一人につき 3 種類の職業とそう考える理由を付箋に書

いて伝えた。この教師が伝える「芽線」は、教師から見た児童の特性やよさを生かした視点

で、あえて児童が本来考えている職業とは異なる職業を伝えるようにした。 

このようにして、再度「自己分析マンダラート」の記入に

取り組んだところ、100％の児童が、複数の職業を書くことが

できた。これらのことから、「他者の評価」や、「教師が芽線

を伝えること」は、児童が「なりたい自分」の視点を広げ、自

己の将来の職業を考える際に効果があったのではないかと考

える。 

さらにその後、現時点での「なりたい自分」について、記入

した複数の職業の中から選んで 1～2 つに焦点化を図った。そ

の結果、「4 月当初に思い描いた職業を選んだ児童」は 40％、

「4 月当初に選んだ職業に付け加えて新たな職業を付け加えた児童」が 27％、「新たな職

業を選んだ児童」が 33％であった。これらの結果からも、他の児童から評価を得ることや

教師から「芽線」を伝えられることが、児童が将来の職業について視点を広げることに影響

を与えることが明らかとなった。 

 

（カ）「なりたい自分」に向けて目標を細分化した「マンダラート」の作成と実践 

「なりたい自分」について設定した後に、大谷翔平選手が高校生のときに書いた目標達

成シート（以降「マンダラート」と記述）を紹介し、各々の児童が記入して実践すること

を試みた。大谷選手の「マンダラート」は、目標を達成するために、内側の 8 つのマス目

に目標を設定し、その 8 つの目標の各々についてさらに 8 つに細分化した目標を立てた合

計 81 マス目標を書いたものである。大谷選手は、これらの細分化された目標について、期

間を設定し、自己の取組についてノートに振り返ることを行っている。 

当初、この「マンダラート」の記入をそのまま小学生が取り組むことは、負担が大きい

のではないかと考えた。そこで、「学校」「家」「職業（就くには、就いた後）」、「人間

力」といった 4 つの観点を児童に与え、この 4 つの観点でのみ記入することにした。一方

で、児童に配布する「マンダラート」には全てのマス目はそのまま残しておき、個人の希

望によっては、適宜書き加えてよいことにした。大谷選手の「マンダラート」は、事前に、

モデルとして参考にできるよう、各個人に渡しておいた。このようにして取り組み始め、

記入の途中段階のものを教室に掲示して見合うことができるようにしたり、必要に応じて

友達と助言し合う機会を設けたりして、数日の間をおき、記入する機会を 2 度設けた。 

4月当初の

職業

40%

4月当初と

新たな職業

27%

新たな職業

33%

児童が選んだ職業

【資料 17 児童が選んだ職業の結果】 
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その結果、内側の 8 マスについては 100％の児童が 4 マス以上の記入をした。また、8 マ

ス全てについて記入した児童は 54％であった。全 81 マスで見ると、最小では 31 マスの記

入がされ、全てを記入した児童は 13％いた。 

 

  

  

  

  

  

 

 

 

  

  

  

 

このことから、児童は、教師の予想を大きく上回って「なり

たい自分」の実現に向けて、細分化した目標を立てることがで

きたと考えられる。 

当初、小学生がこの「マンダラート」に記入していくことは

難しいのではないかと考えていた。しかし、取組の様子を観察

すると、「なりたい自分」に向かうための目標を、様々な生活場面から想像して見つけた

り、物事に取り組む際の心情的な側面等から考えたりして、多面的に見つけ出そうとする

姿が見て取れた。例えば、将来の職業が同じ児童同士が互いの「マンダラート」を見合って

相談したり、再度、職業を調べたときの本を読み返してみたりする姿である。さらに、マ

ンダラートの中心には、「○○な（職業）」といったように、職業に就いた後に大切にした

い価値を付け加えることで、より具体的に目指す姿を思い描くことができ、細分化した目

標を立てることができたと考える。 

このように、あえて目標にする数を絞らない「マンダラート」に取り組んだことで、「な

りたい自分」という理想に近づいていくために、それに関連する事柄を生活全般から洗い

出して考えてみることにつながった。つまり「81 マスのマンダラートに記入する」という

取組を通して、「なりたい自分」といった理想を、現実の様々な具体的生活場面に引き寄

せて考えることができたことに価値があったということである。 

その後、記入した「マンダラート」を、児童が毎日目にする「生活ノート」に貼るように

した。そして、生活の中で「マンダラート」に書いたことを意識したり、毎日一つ目標を

定めて生活をして振り返ったりするように促した。最後に、「将来に向けて、『マンダラー

ト』の記入に取り組んでみて」と、「『マンダラート』を意識して生活をしてみて」という

項目で、自由記述により感想を書かせた。以下はその感想の抜粋である。 

31~40

27%

41~50

14%
51~60

13%

61~70

13%

71~80

20%

全81

13%

全81マスの内

記入した数

4マス

13%

5マス

13%

6マス

20%

8マス

54%

内側の8マスの内

記入した数

【資料 18 児童が記入した「マンダラート」】 【資料 19 内側の 8 マスの内記入した数の結果】 

【資料 20 全 81 マスの内記入した数の結果】 
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【資料 21 「将来に向けて、『マンダラート』の記入に取り組んでみて」の感想の一部】 

 

 

 

 

 

 

【資料 22「『マンダラート』を意識して生活をしてみて」の感想の一部】 

 

 

 

 

 

このように、「マンダラート」を記入したことで、「なりたい自分」に近づいていくため

には何が必要か、自分に足りていない部分とは何なのかといったことに児童一人一人が気

付くことができた。また、最初は記入が難しくても、もう一度その職業について調べたり、

他者と関わりながら時間をかけて書いていったりすることで、児童は自己の将来について

深く考える姿勢を培っていったと考える。さらに、「マンダラート」を意識して生活する

ことで、児童が自分を律して生活する様子が見られたり、変容していく自分に気付いたり

していく様子が見られた。 

 

（キ）まとめ 

導入で「ライフプランシート」の記入といった自己分析を試みることで、今の日々の生

活の積み重ねが自分の将来につながるという意識が生まれ、夢を単にあこがれのものとし

てではなく、本当に将来の「なりたい自分」について考えて直視していこうとする意欲を

生んだ。さらに、「自己分析ワークシート」への記入により自分のよさに気付いたり、「な

りたい自分」を思い描くヒントになったりした。そして、「マンダラート」の記入により

「なりたい自分」を目指すための細かな目標を設定するとともに、自己に足りないものや

できていることを実感し、自己の成長を実感することにつながった。このように、「ライ

フプランシート」「自己分析ワークシート」「マンダラート」の記入による、自己分析の機

会により、「今の自分」や「なりたい自分」についてよく理解し、次への意欲へとつながっ

ていったと言える。 

次に、身近な大人である家族に「働くこと」について語らう他者評価を取り入れること

で、働くことに肯定的なイメージをもつことができた。また、児童同士が互いのよいとこ

ろを伝え合ったり、教師が芽線を伝えたりすることで、自分一人では気付かなかった働く

ことでの喜びを知ったり、自分のよさや自分に適した職業についての幅を広げたりするこ

とにつながった。 

 

・すごく自分の将来に近づけた気がした。そのかわり、自分にはまだ足りてない部分も分
かった 

・将来のことについて、深く考えることができたのでよかった。マンダラートで、自分が
しないといけないこと、大切なことが分かったので、これからも取り組みを続けていき
たい 

・最初は何を書いたらよいか分からなくて難しかったけれど、書いていくうちにとても面
白くて楽しくなってきた。生活ノートに貼ると、いつも見られるし、目当ても立てやす
くてよかった 

・ただ、だらだらと何も意識せずに一日を過ごすよりも、意識して一日を過ごしたほうが
自分のためになったと思った 

・意外と難しかったけれど、意識してみたり、もう一度見直してやってみたりすると続け
られた。小さなことでも、今からやっていけばそれがずっと続くようなものになると思
うし、しっかりと夢をもったので、休みの日も続けたい 

・マンダラートを作って、目当てがあるから「やるぞ！」という気持ちになった。実際に
行動ができてよかった 
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（４）実践 4 ＜『自分を見つめよう』1／2 成人式＞ 

（ア）調査対象 

D 小学校 第 4 学年 38 名（男子 19 名、女子 19 名）を対象に総合的な学習の時間と特

別活動で展開した。 

 

（イ）実践の概要 

第 4 学年は、中学年後半であり、高学年への準備段階の時期である。国立教育政策研究

所(2012)によれば、中学年のキャリア発達課題は、「友達のよさを認め、協力して活動する

中で、自分の持ち味や役割を自覚することができるようにする」（※④）ことである。 

また、児美川(2006)は、キャリア教育の目的をキャリア発達であると述べ、キャリア発

達を「子どもたちがその発達段階に応じて、自らのキャリアを発達させていくこと、つま

り、それぞれの発達段階に即して、さまざまな立場や役割を担えるようになり、それらを

自己のなかに位置づけ、意味づけていくことができるようになるということ」（※⑤）と定

義している。 

本実践では、「自分の持ち味や役割を自覚」したり、「さまざまな立場や役割を担う中で、

それらを自己の中に位置づけ、意味づけ」たりしていくことを目的とし、特別活動と総合

的な学習の時間を合わせ、単元構成した。 

 

※④ 「自分に気付き、未来を築くキャリア教育 小学校におけるキャリア教育推進のために」国立教育研

究所生徒指導研究センター,2012 年 

※⑤ 「日本における『キャリア教育』実践の展開（１）-小学校におけるキャリア教育をどうすすめるか-」

児美川孝一郎,『生涯学習とキャリアデザイン３』pp..49-66,法政大学キャリアデザイン学会,2006 年 

 

（ウ）実践４-１ ＜『自分を見つめよう』これまでの年とこれからの 10 年について考えよう 

（特別活動）全 2 時間＞ 

本校の年間教育計画には、3 学期に「1／2 成人式」が位置付けられている。まず実践 1

では、1／2 成人式をただ行うのではなく、児童たちには節目の年（これまで生きてきた 10

年と、これから生きていく 10 年のちょうど間）であることを投げかけた。今の自分を中心

に据え、過去 10 年の自分とこの先の 10 年について考えることを通して、自分が好きだと

感じていることや、興味があること、できるようになったこと、できるようになりたいこ

と、これからどう生きていくか、どんな大人になっていたいかということについて考えて

いく契機とした。 

「これまでの 10 年について自分をふりかえろう（今の自分）」では、「得意、好き」なこ

と、「楽しかった出来事」「できるようになったこと」「できるようになりたいこと・夢」の

4 項目について書いた。そして、「これからの自分を描いてみよう（将来の自分）」では、「や

りたいこと」「人のためにやりたいこと」「どんな人になりたい？」「今からできることは？」

の 4 項目について書いた。4 項目について、マンダラート 4 マスを設け、今の自分で 16 マ

ス、将来の自分で 16 マスの全 32 マスを書く活動にした。 
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以下に「今の自分」に関する反応例を挙げる。 

得意なこと・好きなこと（今の自分） 

・ﾃﾚﾋﾞｷｬﾗｸﾀｰ、ｱﾆﾒｷｬﾗｸﾀｰ等のｷｬﾗｸﾀｰ 

・ｻｯｶｰ、野球、水泳、ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ、ﾄﾞｯｼﾞﾎﾞｰﾙ、ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ、新体操等（スポーツ） 

・犬、猫、ﾊﾑｽﾀｰ（動物） 

・ピザまん、ﾎﾟﾃﾄﾁｯﾌﾟ、じゃがりこ、寿司等（食べ物） 

・ｹﾞｰﾑ・ﾋﾟｱﾉ、そろばん、ﾀｲﾋﾟﾝｸﾞ、速読等（習い事） 

・遊び、ｽﾗｲﾑ、料理、買い物、歴史、白ﾊﾞｲ、鉄道写真、絵を描く、ﾏﾝｶﾞを描く、ﾖｰﾖｰ、

恐竜、緑色、宝石、鉄棒、ぬいぐるみ等（趣味や好きな物） 

楽しかった出来事（今の自分） 

・Ａさんと一緒に遊んだ、B さんや C さんとお泊まり会をした、宿泊学習、友達とﾌﾟｰﾙ

で遊んだ、友達と映画に行った、友達とお風呂に行った等（友達との交流体験） 

・家族旅行（ﾃｰﾏﾊﾟｰｸ、温泉、ｽﾎﾟｰﾂ観戦、動物園、駅巡り、海、ｱﾒﾘｶ、ﾗｲﾌﾞ） 

・10 才の誕生日、ｳﾆを食べた、ひつまぶしを食べた等（子供にとって特別な体験） 

・買ってもらった（ﾗｼﾞｺﾝ、ｹﾞｰﾑ、歌手のｷｰﾎﾙﾀﾞｰ、好きな漫画） 

・盗塁できた、ﾋﾟｯﾁｬｰをした、初ﾋｯﾄを打った、ﾃﾆｽ、英語の発表会で賞を取った（習い事） 

できるようになったこと（今の自分） 

・壁倒立、のじた踊り、補助輪なしで自転車に乗る、二重とび、さか上がり、ｸﾛｰﾙ 25m、

長縄連続跳び等（運動・身体能力の向上） 

・ﾀｲﾔ交換の手伝い、電車に一人で乗る、家の手伝い、玉子焼を作る、ﾐｼﾝ等（大人の手を

借りずに自分でできるようになったこと） 

・書初、習字、そろばん、ﾋｯﾄを打てる、ﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ、ﾚｲｱｯﾌﾟ、英語等（習い事の上達） 

できるようになりたいこと・夢（今の自分） 

・芸能人・有名人・ｽﾎﾟｰﾂ選手・宇宙人に会う 

・旅行（外国、宇宙、世界一周、国内） 

・ﾌﾟﾛ野球選手、医者、YouTuber、声優、研究者、警察官、ﾌﾟﾛﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ選手、漫画家、

古生物学者、大工、看護士、自営業、ﾃｰﾏﾊﾟｰｸ職員、助産士（職業） 

・ｽｷｰのﾒﾀﾞﾙﾊﾞｯﾁを取る、長縄の連続跳びに入る、一輪車に乗る、側転、ｽﾉｰﾎﾞｰﾄﾞの技を

たくさんできる（運動技能の向上） 

・ﾍﾟｯﾄを飼う、母親より身長が高くなる、ﾊﾞﾝｼﾞｰｼﾞｬﾝﾌﾟをする、宝くじを当てる、弟がほ

しい、猿になりたい、ｹﾞｰﾑのｷｬﾗを現実に出す、ｻﾊﾞｲﾊﾞﾙ生活、ﾀｲﾑマシンで戦国時代に

行く、ﾀｲﾑﾏｼﾝを発明する、料理上手になる、空を飛ぶ、各駅停車で北陸制覇、歴史に名

を残す、社長になる、家を広いｼﾞｬﾝｸﾞﾙや海にする、土星の輪っかに乗る、車を運転す

る、ﾎｰﾑﾗﾝを打つ、虹を取る、子供を産む、ﾀﾞｲﾋﾞﾝｸﾞをする（その他） 

 

児童の実態として、「できるようになったこと」に関する記述が少なく、4 マスの中、2

マスや 1 マスしか記入できなかった児童が多い。このことから、自分ができるようになっ

たことをあまり実感せずにいる児童が多くいることが明らかとなった。また、「できるよう

富山国際大学子ども育成学部紀要　第10巻 第２号（2019.03）

120



になりたいこと・夢」に関する記述には、特定の人（芸能人等）に会いたいという記述や

旅行に関するものが多くみられた。そして、将来自分が就きたい職業について考えている

児童は、15 名と半数以下であるが、自分の社会的な役割に関する将来像を描いている者も

いることが明らかになった。 

将来の自分が働いているイメージはできない（もしくはイメージしていない）と考えら

れる児童が 23 名と半数以上を占めているため、第 4 学年の児童にとって、将来就きたい職

業、いわゆる「将来の夢」を描くことが、直接、児童の「勤労観」を育むことに結び付いて

いるのかどうかには疑問が残る。 

 

次に「将来の自分」に関する反応例を挙げる。 

やりたいこと（将来の自分） 

・ﾊﾟﾃｨｼｴ、教師、研究者、ｱﾙﾊﾞｲﾄ、警察官、料理研究家、野球選手、鉄道会社社員、ｻﾗﾘ

ｰﾏﾝ、ｻｯｶｰ日本代表、ｽｰﾊﾟｰの店員、太鼓の指導者、看護士、助産士、ｱﾆﾒｰﾀｰ（職業） 

・両親を幸せにする、親に反抗する（家族に関すること） 

・金持ちになる、酒を飲む、高級車の運転、犬・猫を飼う、縄跳び、ｹﾞｰﾑで課金して最強

ｷｬﾗを作る、毎日外食する、好きな食べ物だけを食べる、ﾃｰﾏﾊﾟｰｸを貸切にする、ﾄﾞｯｷﾘ

をする、ﾀﾞﾝｽが上手になる、好きな歌手の CD をたくさん買う、ｸﾚｰﾝｹﾞｰﾑで景品をたく

さん取る、TV 番組出演、ﾀﾊﾞｺを吸う、自転車で遠距離を走る、料理をする、給料が高

い会社で働く、ﾊﾞﾝｼﾞｰｼﾞｬﾝﾌﾟ、T 大学に進学、金を貯めてｹﾞｰﾑｾﾝﾀｰで遊ぶ、船に乗って

釣り、宝くじをいっぱい買う、旅行（外国、世界一周）、自動車の運転、猫ｶﾌｪに行く、

好きな歌手のﾗｲﾌﾞ、何かの世界記録、商店街のくじの買い占め、定規の買い占め（その

他） 

・ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙで優勝、ｼｭｰﾄをたくさん決める（ｻｯｶｰ）、通算 5000 本安打、台湾で太鼓演奏

（習い事の派生） 

人のためにやりたいこと（将来の自分） 

・両親にﾏｯｻｰｼﾞする、友達に無料でﾒｲｸする、病気の人の病気を治す、発明、募金、ﾎﾞﾗﾝ

ﾃｨｱ、金を貯める、働いて両親に金をあげる、泥棒を捕まえる、料理を教える（その他） 

・医者、薬剤師、警察官、新聞配達、大工、英語教師、ｳｴﾃﾞｨﾝｸﾞﾌﾟﾗﾝﾅｰ、政治家（職業） 

どんな人になりたい？（将来の自分） 

・おいしい菓子を作る、みんなを幸せにできる、人を笑顔にしてあげられる、災害が起き

た所へ行き女性に無料でﾒｲｸをする、優しい、物知り、運がいい、金持ち、有名、おも

しろい、ﾀﾊﾞｺを吸わない、酒を飲まない、みんなの役に立つ、料理上手、友達が多い、

ﾁｰﾑを支える、笑顔がある、人の悲しみを補い合える、心が広い、明るい 

今からできることは？（将来の自分） 

・大学に行くために勉強、いっぱい勉強、ﾒｲｸの勉強、読書、貯金、募金、寄付、ﾎﾞﾗﾝﾃｨ

ｱ、料理の練習、体力づくり、声出し、筋力ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ、体幹ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ、ｻｯｶｰの練習、野球

の練習、宝くじを買う、ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙの練習、英語の勉強、絵を描く 
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将来についての記述は、全体的に少ない。その証拠に、各項目における 1 つも書けなか

った児童の人数が、「やりたいこと」10 人、「人のためにできること」16 人、「どんな人に

なりたい？」17 人、「今からできることは？」12 人であった。このことから、将来のこと

を考える機会が少ないと推察される児童が 1／3 から半数近くいることが明らかになった。 

「人のためにやりたいこと」に職業名が出てきたことは、児童が挙げた職業が、人のた

めになっているという「職業観」が芽生え始めていると言えるのではないだろうか。また、

「今からできることは？」に多く見られたのが、「勉強」であった。しかし、今現在の勉強

をしていることと、将来の自分とがなかなか結びつかない児童が多くいることにも注目し

たい。なぜなら、将来のために、「何となく」勉強することは必要なのではないかと思って

いる反面、「将来の夢」までのルートを知らないため、勉強以外に何をすればよいのかとい

う広がりは見られないからである。「将来の夢」に自分が辿り着くためには、どのようなル

ートが存在するのか、資格は必要なのか、試験はあるのかなど、詳しいことが分からない

がための「何となく勉強は必要」につながっているのではないかと考えられる。 

 

（エ）実践４-2 ＜『自分をみつめよう』1／2 成人式で 10 才の節目を祝おう 

（総合的な学習の時間）全 12 時間＞ 

実践４-1 で自分のことを考えた際、将来の自分を考えることが難しい児童が多くみられ

た。そこで、1／2 成人式に向けて、自分のことを見つめるために、保護者からみた自分か

ら、自分を捉えることができるのではないかと考えた。そこで、保護者にアンケート調査

を依頼し、「子供のよいところ」、「子供の成長を感じるときはどんなときか」、「どんな大人

になってほしいか」の 3 つの質問に答えてもらった。1／2 成人式では、実行委員が中心と

なって、児童がやりたいことに選んだ中に、「将来の夢」「どんな大人になりたいか」「二十

才になった自分へ」をそれぞれが選択し、書いて発表する活動があった。児童が自分につ

いて考えた後、保護者からみた自分を捉えて将来の自分について書くことで、自分の捉え

に広がりや深まりが見られると考え、本実践を計画した。 

また、本実践では、3 名の児童を抽出し、以下その変容を挙げ考察する。抽出の観点は、

「今の自分」を捉え、将来「どのような人になりたいか」を考えることができているかど

うか、「将来の自分」が就きたい職業を考えているかどうかの 2 点である。本来 4 名の児童

を抽出する必要があるが、本学級の児童には、「どのような人になりたいかを考えることが

できており、将来の職業を考えることができていない」児童はいなかったため、3 名の抽出

とした。 

① D1 児（男児）の変容 

D1 児は、「どのような人になりたいか考えることができていなく、将来の職業も考え

ることができていない」児童である。先述の特別活動で行った活動における「できるよ

うになりたいこと・夢（今の自分）」では、「恐竜を研究して、何か発見すること」「野球

の試合でヒットをたくさん打つこと」の 2 マスを書いた。「やりたいこと（将来の自分）」

では、「アルバイト」「T 大学に行くこと」の 2 マスを書いており、「どんな人になりた

い？」には何も書くことができていない。「今からできることは？（将来の自分）」には、
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「勉強すること」と 1 マス書いている。 

このような実態の D1 児の保護者のアンケートには、以下のように書かれていた。（保

護者は子供が書いた自分の振り返りを知らない） 

 

子供のよいところ 

・何事にも興味をもって、前向きに取り組むところ 

・自分がやりたいと言って始めたことには責任をもって、最後まで取り組むところ 

・誰にでも優しく接することができるところ 

子供の成長を感じるときはどんなときか 

・学校で勉強してきたことを、家に帰って来て、さらに自分で調べるようになったこと 

・母親が言わなくても、自分からお手伝いをしてくれるようになったこと 

・家であまり泣き言を言わなくなったこと 

・わがままな自分を我慢して、辛抱強くなったこと 

どんな大人になってほしいか 

・健康を一番大切にしてほしい 

・少しでよいから、世の中や人の役に立つことをできる大人になってほしい 

 

このようなアンケートを受け、D1 児は「二十才になった自分へ」を選び、作文を書い

て発表した。 

この手紙を読んでいる僕は、どんな大人になっていますか。10 年前の僕は、D 小学校

の 4 年生で、今ちょうど 1／2 成人式をしています。 

僕は、小さいとき、よくお兄ちゃんとけんかして、泣いていたそうです。だけど、最

近では、けんかすることもあまりなくて、泣くことも減りました。今も、お兄ちゃんと

仲よくしていますか。 

そして、僕は、T 大学に行けていますか。T 大学では、勉強は楽しいですか。これか

らも将来の夢に向かって、お身体に気を付けてがんばってください。（下線は筆者） 

D1 児にとって、見えていなかった自分のよさや、どんな大人になってほしいかといっ

た、母親からのアンケートが、今の自分や将来の自分を見つめるために有効であったと

考えられる。D1 児の書いた手紙の下線にその様子がうかがえる。10 才を迎える 4 年生

の児童にとって、保護者からみた「自分」という視点が必要であった一例といえよう。 

 

② D2 児（女児）の変容 

D2 児は、「どのような人になりたいかを考えることはできていないが、将来の職業を

考えることはできている」児童である。特別活動における「できるようになりたいこと・

夢（今の自分）」の問いでは、「看護士、助産士の資格を取って色んな仕事をしたい」、「ア

イドルに会いたい」、「新体操で色々な技ができるようになりたい」の 3 マスを書いた。

「やりたいこと（将来の自分）」では、「資格を取って、看護士や助産士になりたい」「ア

イドルのライブに行きたい」「色んな料理をつくれるようになりたい」「犬や猫がほしい」

富山国際大学子ども育成学部紀要　第10巻 第２号（2019.03）

123



の 4 マスを書いた。「どんな人になりたい？（将来の自分）」では、「どんな人にでも優し

くできる人」の 1 マスのみを書いた。「今からできることは？（将来の自分）」では、「た

くさん勉強する」を挙げた。 

 

D2 児の保護者からのアンケートには、以下のように書かれていた。 

子供のよいところ 

・妹の面倒見がよく、いつも助かっている 

・感受性豊かで、少し弱々しく思えるときもあるが、優しい心の持ち主 

子供の成長を感じるときはどんなときか 

・小さいときは、妹とよくけんかしていたが、最近はけんかになりそうなことがあって

も相手にせず、大人になったなあと思う 

・母の帰りが遅いとき、夜ご飯を作って妹と一緒にご飯を食べ、お風呂に入っていてく

れ、とても助かっているが、寂しい思いをさせていないか、親として申し訳ないと思

うときがある 

どんな大人になってほしいか 

・周りの人を大切にできる大人になってほしい 

・小さい子供が好きなので、そういう仕事に就いて楽しく仕事をしてほしい 

 

このようなアンケートを受け、D2 児は「将来の夢」を選び、作文を書いて発表した。 

私の将来の夢は、看護士と助産士の資格を取って、看護士と助産士になることです。 

私は、赤ちゃんや小さい子供が好き１なので、小児科の看護士になって病気で辛い子

供にも笑顔で接して、辛い気持ちを和らげようと思います。 

助産士は、赤ちゃんが生まれてくるお手伝いができるとお母さんに聞いた２ので、私

は赤ちゃんが好き３だから、赤ちゃんがちゃんと生まれてくるお手伝いをしたいです。 

看護士と助産士の資格を取るために、これからも勉強をがんばっていきたいです。（下

線数字は筆者） 

D2 児にとって、保護者からのアンケートが有効であったかどうか、明言することは難

しい。しかし、D2 児は、日常的に母親と将来のことや、職業のことを話していることが

下線 2 から分かる。また、D2 児は自分のよさを生かして職業を考えていることも下線

1・3 から分かる。このことから、日常的に家庭で将来のことについての話を保護者と話

している児童は、自分の将来のことを聞かれても書くことができることが明らかとなっ

てきた。 

 

③ D3 児（女児）の変容 

D3 児は、「どのようになりたいかについても、将来の職業についても考えることがで

きている」児童である。D3 児は、特別活動における「できるようになりたいこと・夢（今

の自分）」の問いでは、「タイムマシンの発明」「一輪車に乗れるようになりたい」「ペッ

トを飼いたい」「YouTuber になりたい」と 4 マスを書いた。「やりたいこと（将来の自
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分）」では、「先生」「研究」「お酒を飲んでみたい」「高級車を運転したい」と 4 マスを書

いた。「どんな人になりたい？（将来の自分）」では、「優しい」「お金持ち」「運のいい人」

「物知り」の 4 マスを書いた。「今からできることは？（将来の自分）」では、「勉強（特

に理科と算数）」「本を読む」「（今からではないが）アルバイトや仕事」「募金、寄付、ボ

ランティア」と 4 マスを書いた。 

 

D3 児の保護者からのアンケートには、以下のように書かれていた。 

子供のよいところ 

・勉強が好きで、集中すると、ご飯に呼んでもなかなか来ない。すごい集中力だと思う 

子供の成長を感じるときはどんなときか 

・言葉の語彙力がついてきて、話の内容が大人顔負けのときがある 

どんな大人になってほしいか 

・自分の行きたい道を突き進んで行ってほしい 

 

このようなアンケートを受け、D3 児は「将来の夢」を選び、作文を書いて発表した。 

私は将来、タイムマシンの発明をするために、大学へ行って科学の研究をして、大学

の先生になりたいです。そして、いつかタイムマシンができたら、自分が人生で楽しか

ったときに行って、もう一度楽しかったことを経験したいです。 

タイムマシンは、まだ誰も発明することができていないので、難しいかもしれません

が、まだ誰もやったことがないことないので、やってみたいです。（下線は筆者） 

 

「どんな人になりたいか」「将来就きたい職業」が明確な D3 児にとって、保護者から

のアンケートは後押しになったと考えられる。下線からも分かるように、保護者の意見

と、D3 児の意見に共通性が見られる。D3 児にあまり変容は見られないが、大学進学や

その後の人生までも考えることができている子供にとって、今回の実践は、あくまで確

認であり、自分のことが深まることがあっても、広がることはなかったと考える。 

 

（オ）実践のまとめ 

第 4 学年の児童たちは、これまでに自分のことを考える機会が少ないことが明らかにな

った。特に、将来の自分について考える機会がこれまでなかった児童が約 4 割いた。そし

て、そのような児童にとって、保護者から見た自分を知ることが、今の自分や将来の自分

を考えることの一助となったことは、D1 児の変容をみれば明らかだろう。また、D2 児の

ように、日常的に保護者と将来のことについて話をしている児童は、将来の職業について

考えており、D3 児のように将来の自分の明確なビジョンをもっている児童は、保護者から

の後押しを受けながら今後も自分のキャリアを築いていくと考えられる。 

また、本実践を通しての課題も明らかとなった。それは、児童に「芽線」を伝えること

の有効性についてである。本実践では、将来の自分について考えられる児童が少なかった

実態から、教師からの「芽線」を伝えることはなかった。もちろん、教師からの「芽線」の
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提示は、児童の将来を描くための一助となればよいものであり、児童が描く「将来の自分」

と関連しなくてもよいものである。しかし、本研究にとって、「芽線」がキー概念となって

くることから考えても、「芽線」を伝えなかったことは、その有効性の検証にはなっていな

い。ただし本実践では、保護者からの「将来こうあってほしい」という思いを伝える機会

があったため、保護者からの「芽線」のようなものの有効性は、検証できたと考えている。 

本実践を通して、第４学年という発達段階において、保護者からの他者評価の重要性に

ついては、その効果が明らかになったが、今後、児童同士の関わり合いや、教師と児童の

関わり合いを通して、児童の自己評価と他者評価にどのような関連性が見られるのかを実

証していくことも課題として挙げられる。 

 

６ まとめ 

4 名の教諭の実践を通して共通して見られる成果や課題について述べる。 

（１）成果 

単元の冒頭から「自分の将来就きたい職業を考えましょう」と投げかけても、多くの児童

は将来像を簡単には描けないことが分かった。そこで、自分の長所や短所、好きなことを考

えることを契機に、それらを発揮できる職業を調べ、その職業に就くために必要なスキルや

それを身に付けるためにこれからの生活で何を実践していくかを考えるといったスモールス

テップで学習を進める必要があることが分かった。 

しかし、自分の長所や特質を自分自身で見つけ出すことは、発達段階上、思春期特有の気

恥ずかしさや自己対話する力が稚拙であることにより、6 年生という段階でも難しいことが

分かった。そこで、学級の仲間、保護者、先輩等からの「評価」や「アドバイス」、教師の「芽

線」を注入することが効果的であることが分かった。付箋を使った学級の仲間からの承認や、

教師による児童に適していると考えられる職業の紹介により、児童は自己有用感や自己肯定

感を高めることができたと考える。特に、教師からの「芽線」は児童の職業の幅を広げるこ

とにとても有効だった。 

さらに、友達を認める活動を取り入れたことで学び合いが進み、学級における仲間意識も

高まるなど、生徒指導としても有効であったと言える。 

そういった効果を発揮するためにも、教師自身が普段から児童の行動や性格をよく観察し、

各児童のよさを捉え、学級全体に対して各児童のよさを発信していくことも重要と考える。 

また、保護者や先輩からのアドバイス等を聞くことにより、「なりたい自分」に向けて背中

を押してもらったり、より将来について身近に考えることができるようになったりすること

も見えてきた。 

さらに、保護者や先輩たちから学んだ将来に向けて必要だと感じたスキルや生活習慣を、

児童は実践しようと普段の生活態度を見直し始めるという相乗効果も見られた。そのため、

学習態度も少しずつ変化し、目標をもって意欲的に学習に取り組もうとする雰囲気が教室に

広まっていった。 

また、スモールステップでの学習には、「自己分析シート」や「マンダラート」といったワ

ークシートが必要である。何度か同じワークシートに加筆していくことで、変容を捉えやす
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くなったり、自分がすべき行動を書いて掲示することで、普段の生活の中で意識的に行動し

ようと心がけたりすることができる。さらに、ワークシートの構成を工夫することも重要で

あることが分かった。自己のよさ等と職業を枠や矢印によって結び付けたワークシートを使

用することにより、一見、独立して見える職業の共通点を見出し、それらを結び付けてさら

にふさわしい職業を考えるなど、理想論だけで語られがちとなる将来像を、自分の長所や特

質と結び付けてより身近に考えることができることが明らかとなった。 

 

（２）課題 

自己分析における課題は、ワークシートの工夫に発達段階に応じた多様性をもたせる必要

性があることである。4 人の実践で用いたそれぞれの分析シートは自作のもので、学年も異

なるため、どの段階の児童がどのような課題に対応できるのかを探る状態で作成したもので

あった。そこから見えたことは、それぞれの段階で将来に対する考え方に大きな差があった

ことである。その差を理解した上で、1 年生から 6 年生まで、系統的にキャリア教育を推進

することができるワークシートの開発が必要であると考える。 

他者評価における課題は、保護者との関係である。児童に望む将来像やふさわしいと考え

る職業について保護者の協力が得られない児童は、自己有用感を感じることができない。ま

た、保護者の様子を見て、仕事に関するプラスのイメージをもっている児童ばかりではない

のが実際のところであると考える。そのような児童に対しても、仕事に就くことの意欲付け

る手立てを考える必要がある。保護者や児童に誤解を招くことがないよう配慮することが重

要であると考える。 

学習全体を通しての課題は、学習の進め方である。児童の思考を自然に流すための単元構

想や、各学年におけるキャリア教育の終末をどう設定すべきなのかについては、本研究にお

いては明確にはなっていない。各学年のゴールをどのように設定し、6 年生の卒業時にはど

のような姿を目指すべきなのかを示す必要があると考える。 

また、過去に将来の夢を考える機会があると９マスのマンダラート作成ができることより、

継続したキャリア教育は児童にとって必要であり、6 年間を見通した系統的なキャリア教育

について、今後も研究していきたい。 

以上のように、実践を通して多くの成果や課題が見つかったが、一番の収穫は、4 つの学級

の児童の自己肯定感や自己有用感が高まったことである。そして何気なく過ごしてきた学校

生活に意義を見出す児童が増えたことである。これからも実践を重ね、児童が明るい将来を

描き、それに向かって努力する姿を増やすことができるようにしていきたい。 

 

７ おわりに 

様々な研究機関が、AI（人工知能）やロボットによる自動化が進んだ未来の予想を発表して

いる。しかし、それはあくまでも予想であり、実際のところ、どの職業が存在しなくなり、ど

のような職業が生まれるのかは不確かである。なぜなら、今現在、児童生徒である子供たちが、

我々が想像もしない機器を開発するかもしれないし、皆でスマートフォンやコンピューターを

捨て自然に寄り添ったアナログの暮らしをよしとするかもしれないからである。つまり、未来
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には無数の可能性があり、何が正しいということもないわけである。 

そんな見えない未来に向かっていくのは、いつの時代も同じなのではないだろうか。そんな

時代の流れの中で、学校教育には児童生徒の可能性を広げる、才能を開花させていく、もしく

はその種まきをするという責務があると考える。 

第三者（保護者、教師、他の児童生徒、先輩、大人等）から、「君には、こんなにもすてきな

ところがあるよ」「君の力があったから成功したよ」「君はここが弱点だから、気を付けたほう

がいいよ」といった言葉を栄養として注がれ、自己を見つめ、認め、改善していける、そんな

未来志向の人間を育てていきたいと考える。 

今後も、キャリア教育を主軸とした実践を繰り返し、研究として積み重ねていき、未来の人

間の活躍に少しでも貢献したいと考える。 
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